
量
日

電

宮
　
紀
子
著

『
モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
出
版
文
化
」

櫻
　
井
　
智
　
美

　
精
力
的
に
研
究
を
進
め
る
宮
紀
子
氏
の
著
作
魍
モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
出
版
文

化
』
が
世
に
問
わ
れ
た
。
著
者
の
研
究
の
核
心
が
示
さ
れ
、
そ
の
広
が
り
が

一
望
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
ま
ず
喜
び
た
い
。
本
書
は
、
「
歴
史
、

文
学
、
語
学
、
宗
教
、
美
術
の
間
に
築
か
れ
た
意
識
の
垣
根
扁
（
一
一
一
頁
。

以
下
、
「
カ
ギ
括
弧
」
（
頁
数
）
は
本
書
か
ら
の
引
用
）
、
あ
る
い
は
、
従
来

の
学
問
分
野
の
壁
を
金
く
感
じ
さ
せ
な
い
も
の
で
あ
り
、
全
編
を
通
し
て
の

ス
タ
ン
ス
ば
か
り
か
、
各
論
に
お
け
る
分
析
手
法
に
お
い
て
も
、
諸
研
究
分

野
の
知
識
と
方
法
論
を
駆
使
し
て
い
る
。
使
用
す
る
資
料
も
膨
大
な
数
に
の

ぼ
る
。
今
回
、
本
書
を
評
す
る
大
任
を
負
う
こ
と
に
な
っ
た
が
、
評
者
は
本

書
の
各
論
す
べ
て
を
公
平
・
正
当
に
評
価
す
る
能
力
を
持
ち
合
わ
せ
て
お
ら

ず
、
あ
く
ま
で
少
な
い
知
識
か
ら
論
ず
る
こ
と
を
お
許
し
い
た
だ
き
た
い
。

　
本
書
は
、
六
七
三
－
四
頁
で
著
者
が
ま
と
め
る
よ
う
に
、
一
九
九
八
～
二

〇
〇
四
年
に
か
け
て
刊
行
さ
れ
た
著
者
の
論
考
、
よ
り
直
接
に
は
、
二
〇
〇

工
年
に
提
出
さ
れ
た
著
者
の
博
士
論
文
と
そ
の
後
の
い
く
つ
か
の
論
考
を
も

と
に
、
微
修
正
・
加
筆
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
評
者
は
以
前
、
日
本
に
お

け
る
、
概
ね
一
九
九
〇
年
代
以
降
の
元
代
史
・
元
朝
史
研
究
を
総
括
し
た
こ

と
が
あ
り
、
そ
の
際
に
、
著
者
の
初
期
（
二
〇
〇
一
年
以
前
発
表
）
の
論
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

に
つ
い
て
、
注
目
す
べ
き
研
究
と
し
て
比
較
的
詳
細
に
説
明
し
た
。
た
だ
、

既
紹
介
の
論
文
に
つ
い
て
も
、
著
書
と
し
て
ま
と
め
る
に
あ
た
っ
て
（
あ
る

い
は
博
士
論
文
と
し
て
ま
と
め
る
際
に
）
、
注
を
書
き
換
え
て
い
る
な
ど
細

か
い
変
更
点
も
あ
る
た
め
、
本
評
で
も
あ
ら
た
め
て
各
論
の
内
容
と
学
説
史

上
の
意
義
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
ま
た
、
既
出
論
文
に
な
か
っ
た
新
た

な
引
用
、
特
に
、
朝
鮮
・
日
本
に
関
す
る
資
料
や
仏
教
関
係
資
料
、
日
本
・

欧
米
所
蔵
資
料
の
引
用
も
多
数
見
ら
れ
る
の
で
、
今
後
、
著
者
の
研
究
に
つ

い
て
は
本
書
を
参
照
す
べ
き
こ
と
を
ま
ず
指
摘
し
た
い
。

　
さ
て
、
各
章
節
の
タ
イ
ト
ル
は
著
者
の
研
究
対
象
に
対
す
る
視
点
を
示
す

好
材
料
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
ま
ず
慣
例
に
よ
っ
て
本
書
の
目
次
を
示
す
。

括
弧
内
は
初
累
年
で
あ
る
。

序
章

第
－
部
　
モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
「
漢
語
」
資
料
と
絵
本
の
登
場

　
第
1
章
　
　
『
孝
経
営
解
』
の
出
版
と
そ
の
時
代
（
一
九
九
八
）

　
第
2
章
　
寄
島
孫
と
『
直
説
通
略
』
（
一
九
九
九
）

　
第
3
章
　
モ
ン
ゴ
ル
朝
廷
と
欄
三
国
志
』
（
一
一
〇
〇
一
、
〇
四
）

　
第
4
章
　
モ
ン
ゴ
ル
が
遺
し
た
「
翻
訳
」
言
語
－
長
老
『
老
醜
大
恥

　
　
　
　
　
見
に
よ
せ
て
一
（
二
〇
〇
四
）

の
発

第
H
部
　
大
元
ウ
ル
ス
の
文
化
政
策
と
出
版
活
動

　
第
5
章
　
大
徳
十
一
年
置
加
封
孔
子
制
詰
」
を
め
ぐ
っ
て
（
一
九
九
九
）

　
第
6
章
　
　
噸
廟
学
典
礼
』
勧
記
（
二
〇
〇
二
）

　
第
7
章
　
程
復
興
『
四
書
章
図
』
出
版
始
末
孜
－
江
南
文
人
の
保
挙
…

　
　
　
　
　
（
二
〇
〇
一
）
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評轟聖

田

　
第
8
章
　
　
「
対
策
」
の
対
策
一
科
挙
と
出
版
1
（
二
〇
〇
三
）

第
蟹
部
　
地
図
か
ら
み
た
モ
ン
ゴ
ル
時
代

　
第
9
章
　
　
「
混
一
彊
理
歴
代
国
都
想
定
」
へ
の
道
　
　
十
四
世
紀
四
明
地

　
　
　
　
　
方
の
「
知
扁
の
行
方
－
（
二
〇
〇
四
）

　
終
　
　
章

　
さ
て
、
本
書
は
、
従
来
研
究
論
著
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
た
、
所
謂
「
学

説
」
か
ら
は
、
か
な
り
隔
た
っ
た
視
点
・
角
度
か
ら
出
版
に
つ
い
て
論
じ
て

い
る
。
書
籍
を
、
そ
の
内
容
か
ら
理
解
す
る
だ
け
で
な
く
、
書
籍
が
当
時
か

ら
今
に
至
る
ま
で
あ
る
地
点
に
存
在
す
る
こ
と
が
持
つ
意
味
に
つ
い
て
も
、

最
大
限
に
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
本
書
の
価
値
の
一
つ
は
、
ま
さ
に
そ
の
点

に
あ
る
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
各
分
野
で
積
み
重
ね
て
き
た
議
論
や
研
究
と

は
か
み
合
わ
な
い
代
物
か
と
言
え
ば
、
金
く
そ
う
で
は
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の

分
野
で
、
「
思
い
込
み
と
事
実
の
無
視
㎏
（
｝
一
頁
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
学
者

の
能
力
だ
け
に
起
因
す
る
も
の
で
な
く
、
利
用
で
き
る
資
料
の
状
況
の
差
に

も
よ
る
だ
ろ
う
）
か
ら
一
旦
距
離
を
置
き
、
資
料
レ
ベ
ル
か
ら
諸
学
説
を
批

判
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
は
「
通
説
扁
と
大
き
く

異
な
っ
て
斬
新
で
、
時
に
シ
ニ
カ
ル
な
表
現
も
と
ら
れ
る
が
、
本
書
全
体
と

し
て
所
期
の
図
的
を
十
二
分
に
達
成
し
て
い
る
。

　
で
は
、
本
書
の
目
的
と
は
何
か
。
モ
ノ
と
し
て
の
絵
画
（
美
術
晶
）
の
例

示
を
枕
と
し
て
出
版
物
に
つ
な
げ
る
と
い
う
、
先
行
研
究
の
列
挙
で
は
な
い
、

少
々
型
破
り
な
「
序
章
」
に
お
い
て
そ
れ
は
明
示
さ
れ
て
い
る
。
「
対
象
を

と
く
に
④
口
語
漢
語
の
語
彙
を
用
い
て
書
か
れ
た
鵬
版
物
、
⑤
挿
絵
入
り
の

出
版
物
、
◎
儒
教
関
連
（
と
く
に
朱
子
学
）
の
出
版
物
、
そ
し
て
④
と
う
じ

の
世
界
観
が
現
れ
る
地
図
と
地
誌
に
し
ぼ
り
、
そ
こ
か
ら
切
り
込
み
を
検
討

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

す
る
。
し
た
が
っ
て
、
従
来
の
「
出
版
史
」
の
よ
う
な
編
年
、
分
野
励
の
概

へ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

説
書
の
形
は
と
ら
な
い
。
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
書
物
の
編
纂
、
刊
行
の
経
緯
を

た
ど
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
◎
モ
ン
ゴ
ル
朝
廷
の
文
化
政
策
と
①
各
機
関
の
シ

ス
テ
ム
、
⑧
科
挙
制
度
、
⑤
文
人
の
動
向
な
ど
基
本
的
な
一
し
か
し
来
解

明
の
こ
と
が
ら
の
検
証
に
つ
と
め
、
モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
雰
囲
気
を
紹
介
す

る
」
（
一
四
頁
。
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
・
傍
点
は
評
者
、
以
下
同
）
と
い
う
目

的
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
モ
ン
ゴ
ル
時
代
前
後
の
出
版
物
の
中
か
ら
④
～
④
の

範
疇
の
鳩
版
物
を
抽
出
し
、
第
工
部
で
は
④
、
⑤
を
、
第
豆
部
で
は
◎
を
、

第
m
部
で
は
⑥
を
主
な
材
料
と
し
て
、
モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
◎
～
⑤
の
よ
う
な

諸
問
題
を
論
じ
る
の
と
同
時
に
、
全
体
と
し
て
は
、
モ
ン
ゴ
ル
時
代
が
根
本

的
に
ど
ん
な
時
代
だ
っ
た
か
を
叙
述
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
「
序
章
」

で
「
雰
囲
気
」
と
い
う
言
葉
が
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
に
、

モ
ン
ゴ
ル
時
代
が
も
つ
時
代
性
と
呼
ぶ
べ
き
も
の
を
明
ら
か
に
す
る
姿
勢
が

よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
以
下
、
各
章
ご
と
に
見
て
い
こ
う
。

　
第
1
章
で
は
、
モ
ン
ゴ
ル
時
代
特
に
重
ん
じ
ら
れ
た
『
写
経
』
に
関
連
す

る
出
版
の
経
緯
を
、
ウ
イ
グ
ル
人
貫
雲
石
に
よ
る
『
詰
襟
瓢
の
注
釈
書
、

『
選
良
帯
解
漉
を
中
心
と
し
て
ま
と
め
る
。
そ
の
中
で
、
該
書
で
注
釈
に
用

い
ら
れ
る
文
体
が
、
『
元
典
章
』
な
ど
で
も
見
ら
れ
る
モ
ン
ゴ
ル
語
直
訳
体

に
類
似
す
る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
の
意
味
を
、
モ
ン
ゴ
ル
語
バ
ー
ジ
ョ
ン
の

『
孝
経
』
の
存
在
に
求
め
た
。
そ
し
て
、
各
種
『
孝
経
』
が
朝
廷
の
命
令
や

指
示
の
も
と
に
出
版
さ
れ
た
経
緯
を
追
跡
可
能
な
資
料
か
ら
導
き
出
し
、
こ

れ
ま
で
、
詞
宗
の
「
武
」
の
イ
メ
ー
ジ
で
考
え
ら
れ
た
カ
イ
シ
ャ
ン
の
時
代

が
、
続
く
仁
宗
ア
ユ
ル
バ
ル
ワ
ダ
の
時
代
に
も
増
し
て
儒
教
文
化
振
興
に
熱

心
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
論
文
初
出
時
に
論
拠
が
少
な
か
っ
た
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点
に
つ
い
て
資
料
が
随
所
で
添
加
さ
れ
る
一
方
で
、
多
少
無
理
を
感
じ
た
推

測
を
な
く
す
こ
と
で
、
よ
り
説
得
力
を
も
っ
た
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

漢
文
を
句
読
だ
っ
た
も
の
か
ら
書
き
下
し
に
変
更
し
、
モ
ン
ゴ
ル
語
に
関
す

る
解
説
を
加
え
、
論
文
発
表
時
未
見
で
あ
っ
た
先
行
研
究
を
取
り
入
れ
る
な

ど
、
こ
の
間
の
た
ゆ
ま
ぬ
謙
虚
な
研
究
の
姿
勢
が
表
れ
て
い
る
。

　
第
2
章
で
は
、
鄭
悪
馬
と
そ
の
三
著
作
『
直
説
通
略
』
・
『
歴
代
史
譜
隔
・

『
歴
代
蒙
求
纂
霜
月
に
つ
い
て
、
『
直
集
魚
略
撫
を
中
心
に
解
説
し
、
そ
れ

ら
に
ま
つ
わ
る
様
々
な
歴
史
的
・
文
学
的
問
題
を
解
き
明
か
し
た
。
三
皇
五

帝
か
ら
宋
・
世
代
ま
で
の
大
事
を
綴
る
『
直
説
繋
累
』
の
一
番
の
特
徴
は
、

そ
の
白
話
の
文
体
に
あ
る
。
第
1
章
と
同
じ
く
直
訳
体
の
意
義
に
つ
い
て
解

説
す
る
だ
け
で
な
く
、
モ
ン
ゴ
ル
朝
廷
の
出
版
に
対
す
る
保
護
政
策
が
よ
り

鮮
明
に
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。
本
章
で
は
ま
た
、
三
著
作
を
含
め
た
モ
ン
ゴ

ル
時
代
に
編
纂
さ
れ
た
通
史
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
の
編
纂
姿
勢
や
ソ
ー
ス
を

検
証
す
る
こ
と
か
ら
、
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
治
下
の
出
版
に
通
馬
す
る
歴
史
認
識

を
推
測
し
た
。
同
時
に
、
そ
れ
ら
通
史
を
享
受
す
る
階
層
も
官
僚
・
文
人
で

あ
る
こ
と
に
注
目
し
、
低
俗
な
民
俗
の
読
み
物
と
認
識
さ
れ
て
き
た
出
版
物

の
価
値
を
見
直
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
文
学
の
再
評
価
も
行

っ
て
い
る
。
獣
畜
孫
の
三
著
作
の
う
ち
、
『
直
説
通
略
臨
・
『
歴
代
史
譜
臨
は

影
印
出
版
さ
れ
て
お
ら
ず
、
北
京
・
台
北
両
地
に
お
け
る
現
地
調
査
に
よ
っ

て
、
初
め
て
研
究
が
可
能
に
な
る
。
そ
の
点
、
も
う
少
し
丁
寧
な
資
料
提
示

や
、
原
物
を
想
像
さ
せ
る
よ
う
な
図
の
提
示
が
あ
れ
ば
、
読
者
は
よ
り
理
解

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
わ
れ
る
。

　
第
3
章
で
は
、
『
三
国
志
瞼
の
成
立
・
流
通
に
果
た
し
た
大
元
時
代
の
役

割
を
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
い
な
い
『
三
国
志
』
関
連
の
資
料

（
部
経
『
続
後
漢
書
』
、
趙
極
信
『
蜀
漢
本
末
曝
、
胡
碕
唖
関
王
事
蹟
騙
な

ど
）
の
出
版
過
程
を
丁
寧
に
追
う
こ
と
か
ら
論
じ
た
。
そ
の
結
果
、
そ
れ
ら

著
作
の
成
立
に
、
朝
廷
で
活
躍
す
る
官
僚
が
関
与
し
た
ほ
か
、
忍
業
・
関

羽
・
張
飛
・
諸
葛
亮
な
ど
へ
の
朝
廷
の
加
筆
・
追
封
が
、
密
接
に
関
わ
っ
て

い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
第
2
章
と
同
じ
く
、
文
学
作
晶
の
成

立
背
景
だ
け
で
な
く
、
そ
の
書
籍
を
享
受
す
る
階
層
が
ど
ん
な
人
々
か
と
い

う
問
い
へ
の
答
え
は
第
∬
部
と
も
通
じ
、
そ
の
後
の
著
者
の
研
究
展
開
へ
大

き
な
一
歩
と
な
っ
て
い
る
。
歴
史
を
考
察
範
囲
と
し
て
い
る
評
者
に
は
、
先

行
研
究
や
諸
文
学
資
料
と
の
関
連
が
わ
か
り
に
く
い
部
分
も
あ
っ
た
が
、
平

話
・
詞
話
の
文
学
史
上
の
位
置
づ
け
に
一
石
を
投
じ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い

だ
ろ
う
。

　
第
4
章
は
、
遼
・
宋
時
代
か
ら
明
・
清
に
至
る
ま
で
の
口
語
資
料
や
命
令

文
を
丁
寧
に
示
し
て
、
当
時
の
白
話
と
モ
ン
ゴ
ル
語
直
訳
体
の
関
係
、
及
び

直
訳
体
の
存
在
が
持
つ
意
味
に
つ
い
て
時
代
を
追
っ
て
論
じ
て
お
り
、
④
の

資
料
群
を
総
動
員
し
た
第
－
部
の
核
に
な
る
部
分
と
考
え
ら
れ
る
。
本
章
の

価
値
は
、
最
終
目
的
で
あ
る
、
旧
業
爾
老
乞
大
』
の
言
語
が
や
は
り
モ
ン

ゴ
ル
語
か
ら
の
「
翻
訳
」
言
語
で
あ
る
こ
と
、
の
実
証
」
（
一
八
八
頁
）
だ

け
に
は
も
ち
ろ
ん
と
ど
ま
ら
な
い
。
『
老
馬
大
工
は
、
高
麗
商
人
が
大
都
へ

商
売
に
行
く
過
程
を
描
い
た
書
物
で
、
朝
鮮
で
語
学
挙
習
の
教
科
書
と
し
て

用
い
ら
れ
た
。
時
代
が
く
だ
る
ご
と
に
改
訂
さ
れ
、
語
法
や
ハ
ン
グ
ル
の
有

無
・
注
釈
が
異
な
る
版
本
が
作
ら
れ
た
が
、
『
臨
本
老
乞
大
』
と
呼
ば
れ
る

現
存
最
古
の
版
本
が
～
九
九
八
年
に
発
見
さ
れ
た
。
そ
の
語
法
は
、
第
一
、

二
章
で
あ
げ
た
一
連
の
直
訳
体
書
と
相
似
し
て
お
り
、
本
章
で
は
、
そ
の
意

味
が
様
々
な
角
度
か
ら
分
析
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
直
訳
体
は

口
語
と
は
全
く
異
質
の
も
の
で
、
本
来
モ
ン
ゴ
ル
語
に
よ
る
文
章
の
存
在
を

前
提
と
し
て
編
み
出
さ
れ
た
「
人
工
の
文
体
」
（
同
前
）
で
あ
る
こ
と
を
明
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ら
か
に
し
、
そ
れ
ら
資
料
か
ら
想
定
さ
れ
て
き
た
、
「
漢
児
言
語
」
と
い
う

当
時
華
北
の
人
が
使
っ
て
い
た
口
語
の
存
在
を
完
全
否
定
す
る
。
こ
れ
ま
で
、

漢
語
か
ら
の
発
想
で
な
さ
れ
て
い
た
議
論
を
モ
ン
ゴ
ル
語
か
ら
組
み
立
て
直

す
こ
と
で
、
反
論
の
難
し
い
結
論
を
導
き
出
す
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
よ
う

だ
。
同
時
に
、
直
訳
体
を
創
生
し
た
モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
文
書
行
政
の
影
響
が

明
初
や
朝
鮮
ま
で
引
き
継
が
れ
、
モ
ン
ゴ
ル
語
に
よ
る
外
交
文
書
が
用
意
さ

れ
た
こ
と
を
、
直
訳
体
外
交
文
書
の
存
在
か
ら
実
証
し
て
い
る
。
こ
の
作
業

で
は
、
地
理
的
に
、
チ
ャ
イ
ナ
プ
ロ
パ
ー
だ
け
で
な
く
朝
鮮
・
ウ
イ
グ
ル
・

チ
ベ
ッ
ト
・
ブ
ル
ネ
イ
な
ど
声
元
全
な
他
言
語
地
域
と
の
交
渉
に
お
い
て
直
訳

体
が
使
わ
れ
た
意
味
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
史
を
丁
寧
に
追
う
こ

と
に
よ
っ
て
、
モ
ン
ゴ
ル
語
が
強
く
影
響
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
各

種
資
料
の
モ
ン
ゴ
ル
語
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
存
在
に
つ
い
て
は
断
定
で
き
な
い
場

合
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
少
な
く
と
も
文
書
行
政
上
の
門
人
工
の
文
体
」
と
し

て
直
訳
体
が
時
代
的
に
も
地
理
的
に
も
幅
広
く
用
い
ら
れ
た
こ
と
は
、
こ
れ

ま
で
指
摘
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
事
実
の
解
明
に
は
、
朝
鮮
資
料
が
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
従
来
、
朝
鮮
史
に
お
い
て
、
中
国
と
の
関
係
が
考

察
の
対
象
と
な
る
一
方
で
、
モ
ン
ゴ
ル
を
交
え
た
国
際
関
係
の
考
察
が
十
分

で
な
か
っ
た
こ
と
が
、
朝
鮮
資
料
に
明
確
に
残
る
事
実
を
覆
い
隠
し
て
い
た

の
だ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
、
本
章
は
言
語
・
文
学
史
の
書
き
換
え
に
と
ど
ま

ら
ず
、
東
ア
ジ
ア
の
歴
史
像
を
塗
り
替
え
る
も
の
だ
と
言
え
よ
う
。
蛇
足
な

が
ら
、
今
後
、
も
し
言
語
接
触
に
よ
る
「
漢
児
書
語
」
を
議
論
す
る
な
ら
ば
、

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
な
ど
人
類
学
・
社
会
学
や
一
言
語
学
の
手
法
を
も
利
用
し

て
、
多
琶
語
地
域
で
言
語
が
ど
の
よ
う
に
影
響
を
与
え
あ
う
の
か
と
い
っ
た

角
度
か
ら
、
文
法
・
語
藁
を
分
析
す
る
よ
う
な
研
究
を
も
参
考
に
す
る
方
法

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
本
章
ま
で
を
通
じ
た
第
－
部
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
中
国
語
学
研
究
分
野
に

お
け
る
モ
ン
ゴ
ル
語
的
要
素
の
過
小
評
価
が
批
判
さ
れ
、
中
国
文
学
史
上
に

お
け
る
モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
評
価
が
見
直
さ
れ
て
い
る
。
語
史
に
つ
い
て
詳
細

に
説
明
し
た
第
4
章
で
は
、
い
か
な
る
専
門
の
研
究
者
に
あ
っ
て
も
有
無
を

言
わ
せ
な
い
だ
け
の
資
料
の
博
捜
と
提
示
を
し
て
い
る
。
こ
こ
ま
で
の
資
料

を
～
概
に
見
渡
す
視
点
と
努
力
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
成
果
を

生
み
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
方
、
第
H
部
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、

歴
史
分
野
の
成
果
が
強
調
で
き
る
。
モ
ン
ゴ
ル
時
代
に
お
け
る
儒
学
振
興
政

策
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
全
く
無
視
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か

し
、
具
体
的
な
様
相
や
そ
の
背
景
に
つ
い
て
は
、
十
分
に
論
じ
ら
れ
て
い
る

と
は
言
い
難
い
。
出
版
と
い
う
視
座
か
ら
そ
れ
を
見
つ
め
直
す
作
業
も
、
著

者
な
ら
で
は
と
い
え
る
。

　
第
5
章
で
は
、
第
1
、
2
章
と
同
じ
く
、
武
甲
カ
イ
シ
ャ
ン
期
に
お
け
る

文
化
政
策
を
成
宗
テ
ム
ル
か
ら
英
宗
シ
デ
イ
バ
ラ
期
ま
で
の
中
心
に
据
え
て

と
り
あ
げ
る
。
分
析
対
象
の
中
心
は
「
加
封
孔
子
骨
譜
」
と
い
う
、
孔
子
の

称
号
に
「
大
成
」
の
二
字
を
加
え
て
「
大
成
至
聖
文
宣
王
」
と
す
る
内
容
の

カ
イ
シ
ャ
ン
の
聖
旨
を
刻
し
た
碑
文
で
あ
る
。
そ
の
碑
の
文
面
が
移
録
さ
れ

た
多
く
の
金
石
書
を
丁
寧
に
比
較
検
討
し
な
が
ら
、
聖
旨
が
出
さ
れ
た
前
後

の
経
緯
を
明
ら
か
に
す
る
。
出
版
と
は
や
や
趣
を
異
に
す
る
話
題
の
よ
う
だ

が
、
著
者
は
、
碑
を
立
て
る
こ
と
と
書
物
を
出
版
す
る
こ
と
に
、
記
念
・
永

遠
性
と
い
う
共
通
点
を
見
い
だ
し
、
立
碑
と
出
版
が
連
動
す
る
こ
と
も
視
野

に
入
れ
て
い
る
た
め
、
そ
こ
に
は
一
貫
し
た
姿
勢
が
見
ら
れ
る
。
モ
ン
ゴ
ル

語
か
ら
漢
語
へ
の
詔
の
翻
訳
過
程
な
ど
、
実
際
に
聖
旨
が
地
方
に
知
ら
し
め

ら
れ
る
経
緯
に
つ
い
て
も
注
意
を
払
っ
て
お
り
、
所
定
の
制
度
だ
け
で
な
く

運
用
の
現
場
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
本
章
の
も
う
一
つ
の
価
値
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は
、
「
お
わ
り
に
」
に
お
け
る
噸
元
典
幽
幽
の
版
本
問
題
へ
の
言
及
に
あ
る
。

部
分
的
に
綿
密
な
校
定
が
行
わ
れ
た
『
元
典
章
聴
は
、
そ
の
作
業
の
綿
密
さ

と
裏
腹
に
、
そ
の
出
版
過
程
に
つ
い
て
は
安
易
に
民
間
出
版
と
イ
メ
ー
ジ
づ

け
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
現
行
死
刻
本
の
構
成
や
他
書
へ
の
引
用
か
ら
、

カ
イ
シ
ャ
ン
期
に
国
家
出
版
さ
れ
た
『
元
典
章
』
の
存
在
を
指
摘
し
、
そ
の

イ
メ
ー
ジ
を
覆
す
。
本
章
と
後
に
述
べ
る
第
7
章
は
、
大
元
ウ
ル
ス
の
儒

学
・
朱
子
学
に
対
す
る
態
度
か
ら
、
政
治
・
制
度
の
世
界
に
ま
で
考
察
が
及

ん
で
い
る
点
が
大
い
に
評
価
で
き
る
。

　
第
6
章
で
は
、
『
廟
学
典
礼
』
が
成
立
す
る
過
程
を
考
察
し
、
そ
れ
が
現

行
の
よ
う
な
儒
学
関
連
の
公
腰
（
先
例
集
の
よ
う
な
部
分
）
を
中
心
と
す
る

編
纂
物
で
は
な
く
、
絵
入
り
で
礼
制
（
釈
奥
の
儀
式
な
ど
）
を
中
心
に
扱
う

書
籍
と
し
て
、
成
立
し
利
用
さ
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
の
論

証
に
は
、
⑤
◎
の
資
料
群
を
駆
使
し
た
書
誌
学
的
手
法
が
遺
憾
な
く
発
揮
さ

れ
る
。
昨
今
特
に
注
目
さ
れ
る
「
類
書
」
の
挿
絵
が
論
証
に
用
い
ら
れ
る
点

は
、
第
8
章
以
降
の
研
究
手
法
・
議
論
へ
も
つ
な
が
っ
て
い
く
。
本
章
は
、

基
本
資
料
た
る
『
永
楽
大
典
幅
が
元
代
の
研
究
に
十
分
に
い
か
さ
れ
て
い
な

い
点
へ
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
も
い
る
。
一
方
、
本
章
は
第
4
、
9
章
の
内
容
と

同
じ
く
、
明
代
へ
の
元
刊
本
の
伝
承
問
題
を
扱
う
中
で
、
段
階
朱
子
学
が

「
学
び
の
世
界
」
を
席
巻
し
て
い
く
様
子
を
見
事
に
提
示
し
て
い
る
。
江
南

の
中
で
も
、
徽
州
や
漸
西
地
域
か
ら
、
朝
鮮
・
田
本
と
つ
な
が
り
が
深
い
四

明
（
慶
元
・
呂
州
・
寧
波
）
へ
と
記
述
の
重
心
を
移
し
て
い
っ
て
い
る
。
な

お
、
本
章
で
は
論
文
初
出
時
よ
り
註
の
増
加
が
目
立
つ
。

　
第
7
章
で
は
、
程
復
心
の
開
四
書
章
図
心
の
出
版
を
手
が
か
り
に
、
国
家

出
版
の
具
体
的
過
程
と
江
南
士
人
の
保
挙
の
手
続
き
が
克
明
に
描
き
出
さ
れ

て
い
る
。
そ
し
て
、
人
物
の
出
仕
に
あ
た
っ
て
そ
の
著
作
が
提
出
さ
れ
、
そ

れ
ら
の
手
続
き
に
儒
学
出
挙
司
と
粛
政
廉
訪
司
が
深
く
関
わ
っ
て
い
た
こ
と

が
明
ら
か
に
な
る
。
モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
国
家
出
版
制
度
が
こ
こ
ま
で
具
体
的

に
説
明
さ
れ
た
こ
と
は
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
し
、
薦
挙
と
い
う
シ
ス
テ
ム
の

運
用
に
つ
い
て
実
証
し
た
の
も
本
章
が
初
め
て
だ
と
い
え
る
。
ま
た
、
著
者

は
科
挙
再
開
を
「
文
教
政
策
の
象
徴
と
し
て
兄
武
宗
カ
イ
シ
ャ
ン
の
「
加
封

孔
子
詔
」
を
越
え
る
も
の
を
出
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
ア
ユ
ル
バ
ル
ワ
ダ
の

”
事
情
”
に
、
朱
子
の
理
念
に
も
と
つ
く
シ
ス
テ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
学
校
教
育

促
進
の
意
図
を
秘
め
た
文
人
た
ち
が
乗
じ
た
」
（
三
五
〇
頁
）
も
の
だ
と
推

測
す
る
。
科
挙
と
い
う
制
度
の
解
明
に
も
政
治
的
事
情
と
官
僚
た
ち
の
意
図

が
絡
む
こ
と
を
念
頭
に
置
く
べ
き
だ
と
提
起
す
る
よ
う
で
あ
る
。
本
章
で
は

さ
ら
に
、
噸
四
書
章
図
』
の
よ
う
な
四
書
の
注
釈
書
を
生
み
出
し
た
徽
州
に

お
け
る
程
氏
ら
の
人
的
つ
な
が
り
や
、
李
孟
を
中
心
と
し
て
科
挙
再
開
に
関

わ
る
人
物
た
ち
の
動
向
に
も
筆
が
及
ぶ
。
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
今

後
学
界
と
し
て
も
追
究
が
期
待
さ
れ
る
。

　
第
8
章
は
、
畏
大
な
論
文
の
改
稿
で
あ
る
が
、
当
時
に
生
き
る
知
識
人
階

層
の
実
態
を
、
出
版
と
科
挙
を
通
し
て
描
く
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
の
文
学
・

歴
史
分
野
片
方
で
は
不
可
能
に
近
か
っ
た
問
題
を
一
括
し
て
扱
っ
て
い
る
。

序
章
と
同
じ
く
、
も
う
少
し
丁
寧
な
註
や
説
明
が
あ
れ
ば
よ
り
わ
か
り
や
す

く
な
る
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
部
分
が
あ
る
ほ
か
、
校
正
不
足
が
若
干
感
じ
ら

れ
る
が
、
そ
れ
は
本
章
の
議
論
の
広
さ
と
深
さ
か
ら
す
れ
ば
些
末
な
問
題
に

過
ぎ
な
い
。
本
章
で
は
、
限
定
的
な
側
面
か
ら
し
か
論
じ
ら
れ
て
こ
な
か
っ

た
大
元
時
代
の
科
挙
の
問
題
に
つ
い
て
、
「
対
策
」
科
目
を
中
心
に
、
そ
の

実
施
内
容
と
受
験
者
の
所
有
す
る
書
籍
や
学
習
法
が
詳
細
に
論
じ
ら
れ
て
い

る
。
論
拠
は
も
ち
ろ
ん
当
時
の
出
版
状
況
と
そ
れ
を
と
り
ま
く
人
々
の
動
き

で
あ
り
、
当
時
の
科
挙
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
人
々
の
本
音
と
建
前
が
見
事
に
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描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
記
念
出
版
・
国
家
出
版
な
ど
の
シ
ス
テ
ム
を

め
ぐ
る
諸
問
題
、
江
西
・
四
明
を
中
心
と
す
る
当
時
の
士
大
夫
・
知
識
人
の

生
き
方
、
儒
仏
道
兼
通
の
時
代
背
景
な
ど
に
も
言
及
し
、
他
出
の
エ
ッ
セ
ン

ス
を
も
取
り
込
ん
だ
記
述
と
な
っ
て
い
て
圧
巻
で
あ
る
。
そ
の
分
他
章
と
相

互
に
参
照
し
た
い
場
合
も
出
、
そ
の
際
巻
末
の
「
人
名
索
引
」
（
六
七
五
…

七
〇
三
塁
）
・
「
図
書
索
引
」
（
七
〇
四
－
三
二
頁
）
は
利
用
で
き
る
が
、
議

論
が
多
岐
に
渡
る
が
ゆ
え
に
門
語
彙
索
引
」
あ
れ
か
し
と
思
う
場
合
も
あ
っ

た
。
ま
た
、
モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
事
象
を
必
要
以
上
に
美
化
し
、
明
初
へ
の
言

及
で
辛
辣
な
言
葉
を
並
べ
て
い
る
よ
う
な
印
象
を
禁
じ
得
ず
、
著
者
の
研
究

の
最
終
目
標
の
｝
つ
「
…
…
の
ち
の
明
、
清
、
朝
鮮
、
日
本
に
伝
播
し
、
影

響
を
与
え
て
い
っ
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
、
遡
っ
て
モ
ン
ゴ
ル
時
代
の

目
線
か
ら
同
時
代
資
料
が
少
な
い
遼
、
金
、
宋
の
社
会
文
化
の
一
端
を
明
ら

か
に
し
且
つ
明
へ
の
連
続
性
、
変
化
を
も
眺
め
る
こ
と
」
（
…
四
頁
）
と
い

う
点
を
、
読
者
が
冷
静
に
考
え
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
恐
れ
が
生
じ
る
よ

う
で
も
あ
る
。

　
第
皿
部
は
、
イ
コ
ー
ル
第
9
章
で
あ
り
、
④
の
地
図
と
地
誌
か
ら
わ
か
る

歴
史
世
界
を
問
題
と
し
て
扱
い
、
元
来
一
本
の
論
文
と
し
て
発
表
さ
れ
た
こ

と
が
信
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
分
量
を
持
つ
。
註
も
若
干
の
変
更
と
内
容
の
増

加
を
経
て
、
四
二
九
条
に
も
の
ぼ
る
。
本
章
で
は
、
新
発
見
の
「
混
一
彊
理

歴
代
国
都
之
図
」
を
足
が
か
り
と
し
て
、
そ
の
地
図
の
成
立
に
至
る
経
過
や

事
情
、
そ
し
て
そ
の
後
醸
本
の
各
処
に
蔵
さ
れ
る
ま
で
の
流
伝
を
め
ぐ
る
諸

問
題
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
「
現
存
最
古
の
世
界
地
図
し
（
四
八
七
頁
）
と

言
う
べ
き
本
地
図
の
内
容
自
体
に
は
、
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
ー
を
考
慮
し
て
踏

み
込
ま
な
い
が
、
第
4
、
8
章
の
議
論
を
進
め
て
、
「
「
人
」
「
モ
ノ
扁
「
情

報
し
「
地
域
扁
」
（
四
八
九
頁
）
と
い
う
、
地
図
成
立
の
舞
台
と
な
っ
た
四
明

と
朝
鮮
に
お
け
る
当
時
の
士
大
夫
を
取
り
巻
く
即
知
」
の
背
崇
、
知
識
世
界

を
あ
ら
わ
に
し
て
お
り
、
他
の
追
随
を
許
さ
な
い
著
者
の
力
量
を
示
し
て
い

る
。
そ
の
中
で
明
確
に
さ
れ
る
類
書
の
成
立
過
程
や
本
質
は
、
そ
れ
ら
を
資

料
と
し
て
取
り
扱
う
際
の
難
し
さ
を
も
物
語
っ
て
い
る
。
ま
た
、
使
者
や
僧

侶
を
介
し
た
中
国
・
朝
鮮
・
日
本
の
人
的
交
流
を
正
面
か
ら
描
い
て
い
る
点

も
、
各
国
史
や
分
野
別
の
こ
れ
ま
で
の
学
堺
に
あ
っ
て
大
い
に
評
価
で
き
る
。

そ
こ
で
は
、
日
本
史
や
仏
教
史
に
お
い
て
も
十
分
に
は
利
用
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
資
料
が
、
四
明
を
舞
台
と
す
る
歴
史
世
界
の
解
明
に
周
い
ら
れ
て
い
る
。

な
お
、
本
章
で
扱
わ
れ
る
問
題
は
、
昨
今
の
公
費
研
究
と
の
関
連
が
密
で
あ

り
、
多
く
の
研
究
者
に
～
読
を
勧
め
た
い
。
唯
一
本
章
で
気
に
な
っ
た
点
は
、

問
題
の
根
底
に
あ
る
「
混
一
掌
理
歴
代
国
都
之
図
」
全
図
の
引
用
が
無
い
こ

と
で
あ
る
（
初
出
の
冊
子
に
は
収
録
さ
れ
る
）
。
関
連
地
図
の
所
蔵
機
関
が

日
本
に
偏
る
だ
け
に
、
手
に
取
り
や
す
い
一
般
書
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
の
掲

載
個
所
を
指
摘
す
る
よ
う
な
配
慮
が
欲
し
か
っ
た
。
著
者
の
プ
ラ
イ
オ
リ
テ

ィ
ー
へ
の
配
慮
の
表
れ
で
は
あ
ろ
う
が
、
本
書
を
皿
つ
の
著
作
と
し
て
見
た

場
合
、
該
図
が
示
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
地
図
成
立
背
景
の
議
論
に
関
す
る

理
解
を
、
必
要
以
上
に
難
し
く
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
次
に
、
全
体
に
わ
た
る
本
書
の
特
徴
に
つ
い
て
述
べ
て
い
き
た
い
。
本
書

の
出
版
以
後
、
評
者
は
、
歴
史
や
中
国
に
つ
い
て
そ
れ
相
応
の
勉
強
を
し
て

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

き
た
人
か
ら
、
「
モ
ン
ゴ
ル
の
時
代
」
な
ん
か
に
「
出
版
文
化
」
が
存
在
し

た
の
で
す
ね
、
と
い
う
素
直
な
感
想
を
何
回
か
聞
い
た
。
書
名
だ
け
を
し
て
、

す
で
に
モ
ン
ゴ
ル
時
代
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
（
偏
見
）
を
覆
さ
ん
と
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
本
書
を
部
分
的
に
で
も
読
ん
だ
者
は
、
中
国
史
に
お
け
る
モ

ン
ゴ
ル
時
代
（
元
代
）
の
意
味
に
一
様
に
驚
き
を
示
し
、
研
究
の
進
展
に
よ
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る
歴
史
像
の
変
化
に
さ
ら
な
る
興
味
を
抱
く
。
そ
れ
は
、
杉
山
正
明
氏
が
多

数
の
～
届
書
と
磯
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
と
大
元
ウ
ル
ス
』
に
よ
り
提
示
し
た
モ
ン

ゴ
ル
時
代
の
歴
史
世
病
を
、
具
体
的
に
示
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
著
者
の

執
筆
の
意
図
は
、
各
巻
の
「
は
じ
め
に
」
の
部
分
を
読
む
だ
け
で
も
明
確
で

あ
る
が
、
当
時
の
文
人
が
生
き
る
政
治
と
学
問
の
世
界
を
我
々
の
眼
前
に
現

出
さ
せ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
本
書
の
最
大
の
価
値
が
あ
る
と
考
え
る
。
今
後
、

本
書
の
枠
組
み
と
成
果
の
上
に
、
あ
ら
た
な
研
究
議
論
が
展
開
し
て
い
か
ざ

る
を
得
な
い
状
況
が
生
ま
れ
た
こ
と
は
思
う
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
。
各
論
が

そ
れ
ぞ
れ
、
時
代
的
に
も
地
理
的
に
も
分
野
と
し
て
も
、
か
な
り
広
範
な
世

界
の
中
で
、
モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
新
た
な
申
国
文
化
像
を
提
示
し
て
い
る
。
今

後
、
ど
の
よ
う
な
分
野
の
研
究
を
や
る
に
せ
よ
、
モ
ン
ゴ
ル
時
代
に
触
れ
る

限
り
、
本
書
は
必
読
の
文
献
と
な
る
と
断
書
し
た
い
。

　
ま
た
、
本
書
の
特
徴
と
し
て
、
資
料
の
博
捜
、
及
び
徹
底
的
な
善
本
利
用

と
版
本
比
較
の
姿
勢
が
通
得
し
て
い
る
点
も
挙
げ
た
い
。
典
拠
を
引
用
す
る

際
に
は
、
な
る
べ
く
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
近
い
版
を
選
び
、
た
と
え
そ
れ
が
未
出

版
で
あ
っ
て
も
敢
え
て
利
用
す
る
。
そ
れ
と
並
行
し
て
、
出
版
文
化
を
扱
う

だ
け
あ
っ
て
、
抄
本
や
覆
刻
本
・
和
刻
本
な
ど
を
含
め
て
テ
キ
ス
ト
を
比
較

し
た
上
で
、
最
善
本
を
選
定
す
る
過
程
も
お
ろ
そ
か
に
し
な
い
。
た
だ
し
、

括
弧
で
括
っ
て
示
さ
れ
る
書
籍
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
は
、
時
に
大
陸
や
台
湾
、
日

本
の
各
図
書
館
で
し
か
閲
覧
で
き
な
い
も
の
も
多
く
、
読
者
が
そ
れ
を
利
用

し
よ
う
と
す
る
際
に
は
、
ど
ん
な
版
本
が
あ
っ
て
、
そ
の
う
ち
ど
れ
が
現
時

点
で
利
用
可
能
な
の
か
、
そ
し
て
、
そ
れ
が
著
者
が
利
用
し
た
版
と
ど
う
い

う
関
係
に
あ
る
の
か
、
な
ど
を
調
べ
る
必
要
が
出
て
く
る
の
で
、
そ
の
点
は

気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
一
方
で
、
本
書
が
、
先
に
述
べ
た
目
的
の
達
成
を
最
優
先
に
ま
と
め
ら
れ

た
一
書
で
あ
る
た
め
、
各
論
で
の
説
明
が
簡
単
に
過
ぎ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
よ

う
に
も
見
受
け
ら
れ
る
。
あ
る
い
は
、
こ
れ
も
利
点
で
あ
る
反
面
、
理
解
を

難
し
く
し
て
い
る
原
因
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
は
、
「
い
ち
い
ち
論
文
に
仕
立

て
る
ほ
ど
の
こ
と
も
な
い
が
、
紹
介
し
て
お
く
こ
と
も
無
駄
で
は
な
い
で
あ

ろ
う
さ
さ
や
か
な
発
見
、
新
出
資
料
の
類
い
は
、
膨
大
断
の
墾
み
に
倣
い
、

短
い
筍
記
と
な
し
、
註
に
載
せ
た
」
（
一
四
頁
）
と
い
う
点
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
本
論
と
多
少
離
れ
て
も
、
研
究
史
上
重
要
な
問
題
に
関
す
る
発
見
や
著

者
の
考
え
で
あ
れ
ば
、
関
連
資
料
や
見
解
が
註
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
特
に
、
比
較
的
新
し
い
文
章
の
申
で
提
示
さ
れ
た
り
、
今
回
著
作
に
収

め
る
に
あ
た
っ
て
添
加
さ
れ
た
記
述
に
、
そ
う
い
う
類
の
話
題
が
多
い
。
著

者
の
各
資
料
の
読
み
込
み
は
並
は
ず
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
提
示
さ
れ
る
こ

と
が
な
か
っ
た
論
拠
・
出
典
が
各
処
に
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
一
方

で
、
基
本
的
な
資
料
や
そ
れ
を
利
用
し
た
先
行
研
究
に
つ
い
て
は
、
煩
を
避

け
て
書
目
の
み
を
提
示
す
る
か
、
6
1
用
を
繰
り
返
し
行
わ
な
い
こ
と
も
多
い
。

そ
の
た
め
、
本
書
を
真
に
理
解
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
あ
る
～
つ
の
問
題
に
関

す
る
資
料
を
集
成
し
て
理
解
し
、
さ
ら
に
、
研
究
史
上
の
幅
広
い
問
題
に
関

す
る
発
見
を
あ
ち
こ
ち
か
ら
拾
っ
て
消
化
し
て
い
く
と
い
う
過
程
が
、
読
者

に
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
に
関
連
し
て
、
～
つ
だ
け
内
容
で
な
く
形
式
に
つ
い
て
難
を
唱
え
れ

ば
、
す
べ
て
の
読
者
が
簡
単
に
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
資
料
を
提
示
す
る
場

合
に
は
、
時
に
現
代
日
本
語
訳
と
併
せ
て
本
文
（
自
文
）
を
提
示
し
て
判
断

を
抑
ぐ
必
要
も
あ
っ
た
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
第
2
章
で
扱
う
『
直
説
通

略
』
の
撰
者
序
を
訳
し
た
個
所
（
ハ
ニ
ー
三
頁
）
な
ど
は
、
論
文
刊
行
時
の

訳
を
手
直
し
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
著
者
の
読
み
の
正
し
さ
を
問
う
べ

き
か
と
思
わ
れ
る
。
資
料
を
引
用
し
て
い
る
個
所
も
、
そ
の
引
用
方
法
が
説
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評轡

明
さ
れ
て
い
な
い
た
め
に
、
正
確
な
引
用
な
の
か
判
断
で
き
な
い
例
も
あ
る
。

例
え
ば
、
同
章
で
『
直
説
通
略
画
が
鴨
契
丹
国
志
』
か
ら
引
用
し
た
部
分
に

つ
い
て
、
「
鄭
鎮
孫
が
引
用
す
る
部
分
は
、
契
丹
の
始
祖
伝
説
で
あ
る
」
（
一

二
〇
頁
）
と
し
て
、
二
字
下
げ
の
逸
話
を
載
せ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
『
契

丹
国
志
嘱
及
び
仲
直
説
通
略
漏
の
該
当
個
所
（
後
者
な
ら
八
一
頁
に
図
2
i

1
と
し
て
影
印
さ
れ
る
）
の
内
容
説
明
の
よ
う
で
あ
り
、
ど
ち
ら
の
現
代
語

訳
で
も
な
い
。
特
に
、
川
の
契
丹
名
「
曝
せ
里
没
里
“
と
「
嚢
門
形
没
里
」

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
著
作
で
、
「
華
二
　
口
所
謂
」
（
『
契
丹
素
志
騙
）
、
「
中
国
人
喚

倣
」
（
『
直
普
通
略
臨
）
な
ら
「
土
河
扁
・
「
横
河
」
と
説
明
さ
れ
、
続
き
の
記

述
は
こ
の
「
土
河
」
・
「
潰
河
」
を
使
っ
て
説
明
さ
れ
て
い
る
の
に
、
著
者
は

契
丹
名
の
み
を
以
て
内
容
説
明
を
続
け
る
。
こ
れ
で
は
、
こ
れ
ら
の
著
作
が

遊
牧
民
族
に
対
す
る
記
述
を
厚
く
し
て
い
た
、
と
主
張
す
る
著
者
の
見
解
に

都
合
が
い
い
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
穿
っ
た
見
方

を
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
。
同
じ
く
、
「
の
ち
、
三
人
の
国
主
が
現
れ
た
扁
と

い
う
表
現
の
個
所
も
、
内
容
的
に
は
間
違
っ
て
い
な
い
が
、
図
2
…
1
の

『
直
説
通
論
』
で
は
「
後
頭
有
二
箇
国
主
扁
と
読
め
る
し
、
『
契
丹
国
志
臨

で
は
「
後
有
一
主
扁
の
個
所
に
対
借
す
る
た
め
、
現
代
語
訳
と
し
て
は
訳
し

間
違
っ
て
い
る
と
も
と
ら
れ
か
ね
な
い
。
つ
ま
り
、
提
示
の
時
に
ど
ち
ら
の

資
料
に
即
し
た
訳
な
の
か
、
直
訳
か
意
訳
か
要
約
か
内
容
説
明
な
の
か
を
は

っ
き
り
説
明
す
る
余
裕
が
欠
け
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、

こ
の
よ
う
な
重
要
な
資
料
が
影
印
公
刊
さ
れ
さ
え
ず
れ
ば
、
読
者
の
歯
が
ゆ

さ
は
減
少
す
る
は
ず
で
あ
り
、
著
者
が
「
『
直
説
通
略
』
は
、
文
学
、
言
語
、

歴
史
各
方
面
に
お
い
て
、
貴
重
な
資
料
と
な
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。

唖
歴
代
先
聖
嚇
も
ふ
く
め
て
、
所
蔵
機
関
に
お
け
る
影
印
出
版
が
の
ぞ
ま
れ

る
」
（
＝
瓢
四
頁
）
と
本
章
を
結
ぶ
意
見
に
、
評
者
は
改
め
て
同
意
を
示
し

た
い
。

　
ま
た
、
本
書
は
、
著
者
の
目
的
で
あ
る
「
モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
雰
囲
気
扁
を

伝
え
て
余
り
あ
る
一
方
で
、
統
計
的
手
法
や
表
・
図
な
ど
が
や
や
不
足
し
て

い
る
点
は
、
特
に
臼
本
語
ネ
イ
テ
ィ
ブ
で
な
い
研
究
者
が
本
書
の
価
値
を
理

解
す
る
妨
げ
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
否
め
な
い
。
同
じ
第
2
章
で
、
一
七
種

の
著
作
に
お
け
る
歴
代
統
治
者
数
と
統
治
年
数
を
心
見
に
し
た
、
研
究
価
値

の
高
い
「
モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
通
史
」
表
（
一
〇
八
－
九
頁
）
を
載
せ
る
も
の

の
、
表
に
関
す
る
説
明
は
本
文
に
；
繭
も
な
く
、
表
か
ら
わ
か
る
特
徴
、
ど

こ
に
注
目
す
べ
き
か
に
し
て
も
、
す
べ
て
読
者
側
の
読
解
に
委
ね
ら
れ
て
い

る
。　

そ
し
て
、
こ
れ
は
欲
張
り
な
注
文
か
も
知
れ
な
い
が
、
著
者
が
「
研
究
の

最
終
的
な
目
的
」
（
一
四
頁
）
と
し
て
あ
げ
た
「
モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
文
化
政

策
と
出
版
活
動
を
見
渡
し
、
そ
の
全
貌
を
あ
き
ら
か
に
す
る
こ
と
、
そ
し
て

同
時
代
の
文
学
の
分
析
に
ゆ
が
み
の
な
い
視
座
を
提
供
し
、
じ
ゅ
う
ら
い
の

文
学
観
を
正
す
こ
と
、
モ
ン
ゴ
ル
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
文
化
が
い
か
に

し
て
同
時
代
の
高
麗
、
日
本
は
も
と
よ
り
、
の
ち
の
明
、
清
、
朝
鮮
、
日
本

に
伝
播
し
、
影
響
を
与
え
て
い
っ
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
、
遡
っ
て
モ

ン
ゴ
ル
時
代
の
冒
線
か
ら
同
時
代
資
料
が
少
な
い
遼
、
金
、
宋
の
社
会
文
化

の
～
端
を
明
ら
か
に
し
且
つ
明
へ
の
連
続
性
、
変
化
を
も
眺
め
る
こ
と
」

（一

l
頁
）
を
達
す
る
過
程
で
、
他
の
時
代
を
専
門
と
す
る
学
者
も
含
め
た

共
通
の
認
識
と
な
る
よ
う
な
著
作
を
、
同
じ
「
出
版
文
化
」
の
テ
ー
マ
で
作

り
上
げ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
将
来
期
待
し
た
い
。
全
体
の
資
料
を
把
握
し
、

そ
の
分
析
に
成
功
し
た
著
者
に
し
て
初
め
て
、
そ
れ
を
時
代
順
に
数
値
と
し

て
提
示
し
た
り
、
共
通
の
資
料
集
と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
ま
と
め
な
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
へ

す
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。
「
従
来
の
「
出
版
史
」
の
よ
う
な
編
年
、
分

123 （513）



ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

野
別
の
概
説
書
」
や
そ
れ
に
類
似
す
る
研
究
を
、
い
つ
の
日
か
提
示
さ
れ
る

こ
と
を
、
「
銭
大
所
以
来
多
く
の
人
が
試
み
そ
し
て
挫
折
し
て
き
た
『
元
史
撫

の
改
訂
、
再
編
纂
」
（
六
七
一
頁
）
を
目
指
す
著
者
に
は
、
ぜ
ひ
期
待
し
た

い
と
考
え
る
。
併
せ
て
、
「
別
の
機
会
に
そ
れ
ぞ
れ
詳
細
に
論
じ
る
こ
と
と

す
る
」
（
一
五
頁
）
な
ど
と
し
て
、
今
回
の
著
作
で
は
深
く
は
論
じ
な
か
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

た
、
よ
り
広
い
視
野
に
裏
づ
け
ら
れ
た
研
究
を
、
続
々
と
発
表
し
て
い
た
だ

き
た
い
。
「
大
元
時
代
～
明
初
の
類
書
に
収
録
さ
れ
た
地
理
の
全
情
報
は
、

整
理
、
校
勘
の
上
、
別
に
資
料
集
と
し
て
供
す
る
予
定
」
（
五
三
七
頁
）
な

ど
は
、
非
常
に
楽
し
み
で
あ
る
。

　
本
評
で
は
、
各
論
に
お
け
る
資
料
の
読
み
や
解
釈
の
提
示
に
つ
い
て
、
細

か
な
異
論
や
疑
問
が
あ
る
部
分
を
列
挙
す
る
余
裕
は
無
か
っ
た
。
そ
れ
よ
り

も
、
本
書
の
詩
心
性
と
質
の
高
さ
を
、
よ
り
広
く
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
考

え
た
。
「
大
元
ウ
ル
ス
の
事
象
を
理
解
し
て
は
じ
め
て
朝
鮮
半
島
、
日
本
の

こ
と
が
わ
か
る
場
合
が
あ
る
。
朝
鮮
半
島
、
日
本
の
資
料
か
ら
は
じ
め
て
わ

か
る
大
元
ウ
ル
ス
の
事
象
も
あ
る
」
（
六
六
～
頁
）
と
い
う
指
摘
は
、
多
く

の
研
究
者
が
本
書
を
必
要
と
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
本
評
に
よ
っ
て
、

本
書
の
～
部
に
で
も
囹
を
通
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
理
解
す
る
研
究
者
・

学
生
が
世
界
中
に
現
れ
、
「
終
章
」
で
批
判
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
、
評
者

も
含
め
た
同
時
代
研
究
者
が
切
磋
琢
磨
し
、
資
料
状
況
と
言
語
の
壁
を
越
え

よ
う
と
努
力
を
始
め
る
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
け
ば
幸
い
で
あ
る
。

①
拙
稿
「
日
本
に
お
け
る
最
近
の
元
代
史
研
究
－
文
化
政
策
を
め
ぐ
る
研
究
を
中

　
心
に
」
（
『
申
國
史
学
南
至
一
二
巻
、
二
〇
〇
二
年
一
〇
月
）
の
一
二
六
⊥
エ
○
頁

　
に
お
い
て
、
本
書
の
第
一
、
二
、
五
、
七
章
の
初
出
論
文
を
解
説
し
、
各
論
考
の

　
題
名
（
つ
ま
り
本
書
の
章
名
）
の
み
か
ら
は
想
像
で
き
な
い
豊
富
か
つ
重
要
な
内

　
容
を
含
む
こ
と
を
指
摘
し
た
。

②
松
田
孝
一
評
「
杉
山
正
明
著
『
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
と
大
元
ウ
ル
ス
隔
（
京
都
大
学

　
学
術
嵐
版
会
、
二
〇
〇
四
年
二
月
）
」
（
『
東
洋
史
研
究
隔
第
六
三
巻
第
四
号
、
二

　
〇
〇
五
年
三
月
）
。

③
評
者
が
気
づ
い
た
限
り
で
も
、
二
十
三
個
所
に
「
別
稿
で
論
じ
る
」
に
類
す
る

　
表
現
が
あ
る
。
そ
の
う
ち
の
い
く
つ
か
は
、
す
で
に
論
文
と
し
て
発
表
さ
れ
て
い

　
る
。
例
え
ば
、
「
寺
観
祠
廟
の
歴
史
を
創
建
か
ら
現
在
ま
で
通
史
的
に
述
べ
、
絵

　
地
図
や
関
連
の
碑
文
、
歴
代
の
制
命
、
廟
神
の
霊
異
、
縁
起
な
ど
を
～
冊
の
轡
に

　
纏
め
る
」
（
一
五
四
頁
）
意
味
や
経
過
に
つ
い
て
は
、
著
者
が
門
終
章
」
（
「
序
章
」

　
と
対
応
し
て
や
は
り
絵
本
と
陶
磁
器
と
い
う
モ
ノ
を
象
徴
的
に
挙
げ
る
）
の
註
で

　
も
触
れ
る
碍
龍
虎
山
志
臨
か
ら
み
た
モ
ン
ゴ
ル
命
令
文
の
世
界
i
正
一
教
教

　
団
研
晃
九
晶
序
説
1
」
（
軍
扇
小
洋
史
研
究
魅
晶
兼
山
ハ
一
二
巻
二
口
写
、
　
二
〇
〇
m
四
年
九
月
）
　
や

　
「
徽
州
文
香
新
探
－
噸
新
安
忠
妻
事
皇
紀
実
』
よ
り
一
」
（
『
東
方
学
報
騒
第

　
七
七
冊
、
二
〇
〇
五
年
三
月
）
な
ど
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
『
学
び

　
の
世
界
－
申
国
文
化
と
日
本
隔
（
平
成
～
四
年
度
京
都
大
学
附
属
図
轡
館
公
開

　
展
示
会
図
録
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
・
総
合
博
物
館
・
大
学
院
文
学
研
究
科
、

　
二
〇
〇
二
年
一
〇
月
、
関
連
U
R
L
一
峯
唱
ミ
＆
算
島
算
《
。
〔
9
轟
ρ
甘
ぎ
早

　
一
節
巴
＼
N
O
O
卜
。
＼
N
岳
。
窪
＼
）
、
「
幻
の
隅
全
室
藁
睡
」
（
糊
漢
字
と
情
報
』
　
一
一
、
二
〇

　
〇
五
年
一
〇
月
）
、
門
徽
州
文
書
に
の
こ
る
術
聖
公
の
命
令
書
」
（
『
史
林
輪
第
八
八

　
巻
第
六
号
、
二
〇
〇
五
年
一
一
月
）
、
『
両
足
院
－
学
問
と
外
交
の
軌
跡
i
輪

　
（
共
著
、
平
成
一
八
年
度
東
方
学
会
関
西
部
会
・
建
仁
寺
両
足
院
、
京
都
大
学
大

　
欝
一
院
文
愚
†
研
究
科
国
瓢
一
国
囲
文
愚
ず
甥
研
究
室
、
　
一
一
〇
〇
一
円
年
五
月
置
、
　
「
圃
曲
唐
桑
輯
要
』

　
か
ら
み
た
大
元
ウ
ル
ス
の
勧
農
政
策
（
上
）
」
（
『
入
文
学
報
㎞
第
九
三
号
、
二
〇

　
〇
六
年
三
月
）
な
ど
、
精
力
的
な
成
果
発
表
を
行
っ
て
い
る
が
、
い
ま
だ
論
文
と

　
し
て
は
詳
し
く
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
主
張
も
多
い
と
思
わ
れ
る
。

［
附
記
］
　
脱
稿
後
、
高
橋
文
治
氏
に
よ
る
本
書
の
書
評
（
隅
東
洋
史
研
究
㎞
第
六
五

巻
第
三
号
、
二
〇
〇
六
年
＝
胃
掲
載
）
を
目
賭
し
た
。
あ
わ
せ
参
照
さ
れ
た
い
。
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A
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判
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頁
口
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一
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二
〇
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六
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月

　
　
名
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屋
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学
出
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